








































フムボルト（Wilhelm von Humboldt 1767-1835 







































































































































































































































































































た（シュタイン Karl Freiherr von und 却m Stein 
1757-1831、ハルデンベルク Karl August von 
Harden berg 17 50-1822 などの政治家、シャルンホ
ルスト Gerhard Johann David von Scharnhorst 1755-
1813、グナイゼナウ August Gneisenau 1760 1831 
などの国軍の指導者、フムボルトなどの官僚）。
（理念）ベルリン大学に結実するドイツの大学
論議は、以上のような社会的な構図のなかで、そ
れに照応する形で展開した。
上記では、フランスとの違いを強調することに
なったが、土台となる基本的な状況ではイギリス
もフランスもドイツも市民社会の進展が基本的状
況という限りでは共通していた。したがって、差
異と言っても、共通した土台の上での程度問題に
すぎない。しかしまたその僅かな差異が、それぞ
れの方向において、そこに含まれる可能性を極限
まで達成したのは、西洋文化の厚みである。それ
はともあれ、基本的な状況では、人聞が自由な人
格であることが原理となった時代であった。大学
論においても出発点はこの人間観にあり、またそ
れはルネサンスに遡る。ルネサンスは人聞を神の
似姿とも写し絵ともみる視野を開いて近代を切り
拓き、やがて啓蒙主義思想、のなかで社会観や政治
思想となっていった。
ドイツでは近代的な人間への目覚めは、社会制
度の刷新（ジョン・ロック「市民政府論」）や社
会原理への考察（ルソー「社会契約論」）よりも、
先ず個人の成長という考え方と結びついた面があ
った。根底にあるのは、近代の人間である自由な
存在としての人間であり、自由な人間が本然のも
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愛知大学史研究（第2号、 2008年｝
のを完全に実現してゆくのが生育（Bildung 教
養）である。生育はまた、それを人為による媒介
（人為の性格には論者によって異なるが）から見
ると、教育（Erziehung）である。それは、理念
が自己を現実のものとする過程に他ならない。し
かも、高等教育はその完成段階である。自由な人
聞がその可能性を完全に現実のものとする場所で
ある。それは、人聞社会がその可能性のすべてを
展開し、究極の綜合に到達するものとしての国家
とパラレルでもある。あらゆる特殊性を綜合する
ものである国家は、全体知が自己を全体知として
実現したものであるが、それは道徳的側面におい
てである。それに対して、全体知の実現の認識的
側面が大学である。およそ、かかる思考の脈絡に
おいて近代国家の大学としてベルリン大学は設立
された。なお言い添えれば、国家とパラレルな関
係に立つ全体知の担い手として一国家には一つの
大学という主張もなされたが、これは言説にとど
まった。しかしこれも含めて、そうした理想と高
踏が大学のその後のあり方の長短両面に韓に陽に
影響した。
その後の推移から
哲学的大学の変質
ベルリン大学は、当初、へーゲJレなどの思弁的
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哲学や新人文主義の観点からの言語学が重視され
たが、時代の趨勢は大学での自然科学の研究・教
授を必要とするようになり、 1860年前後から実
験科学が導入されて、大学は大きく変化した。ま
たそれが精神科学（人文科学）にも影響して、国
家経済学（先鞭はテューピンゲン大学1817年、
ミュンヒェン大学1826年）などが定着した。ま
た自然科学部の設立はテュービンゲン大学（1863
年）が最初となった。
単科大学の成立（特に工科大学）
ドイツでは、ベルリン大学が哲学大学の構想に
よって成立し、それがモデルとしてはたらき、そ
れが早くも伝統化したため、大学が応用科学や専
門技梅者の育成に関わることが難しかった。しか
しそれらの部門は時代が求めるものであったた
め、 19世紀後半には応用科学の分野で専門技術
者の育成を目的とする単科大学が成立した。モデ
ルになったのはパリの理工科学校で、カールスル
ーエ (1865年）、ミュンヒェン（1868年）、アー
へン（1870年）、ベルリン（1879年）など各地に
工科大学が設立された（1910年までに 11 校）。
単科大学では商科大学（ライプツィヒ 1898年
が最初）、農学、林業・鉱山科なども設立された。
有力な総合大学であるフランクフルトは商学の
単科大学から出発した点で特異な経歴をもっ。
